
宮 城 県 道 路 公 社

令和４年度　仙松維第９号

仙台松島道路　橋梁修繕（高城川新橋）工事

設　計　図　面

【　実　施　】



図番 枚数 図面名称 図番 枚数 図面名称

1 1 位置図 34 1 高城川新橋（上り）　下部工ｺﾝｸﾘｰﾄ部材補修概要図

2 1 高城川新橋（上り）　橋梁現況一般図 35 1 高城川新橋（上り）　支承取替工施工計画図Ａ２（その１）

3 1 高城川新橋（上り）　橋梁補修一般図 36 1 高城川新橋（上り）　支承取替工施工計画図Ａ２（その２）

4 1 高城川新橋（上り）　上部工鋼部材補修図 37 1 高城川新橋（上り）　支承取替工施工計画図Ａ２（その３）

5 1 高城川新橋（上り）　床版補修図（その１） 38 1 高城川新橋（上り）　支承取替工施工計画図Ａ２（その４）

6 1 高城川新橋（上り）　床版補修図（その２） 39 1 高城川新橋（上り）　施工計画図（参考図）（その１）

7 1 高城川新橋（上り）　床版補修図（その３） 40 1 高城川新橋（下り）　補修工一般図

8 1 高城川新橋（上り）　支承補修図Ｐ２（その１） 41 1 高城川新橋（下り）　主桁さび除去工および水切り工詳細図

9 1 高城川新橋（上り）　支承補修図Ｐ２（その２） 42 1 高城川新橋（下り）　施工計画図（参考図）

10 1 高城川新橋（上り）　支承補修図Ｐ２（その３） 43 1 高城川新橋（上りﾗﾝﾌﾟ線部）　橋梁現況一般図

11 1 高城川新橋（上り）　支承補修図Ｐ２（その４） 44 1 高城川新橋（上りﾗﾝﾌﾟ線部）　橋梁補修一般図

12 1 高城川新橋（上り）　支承補修図Ｐ３（その１） 45 1 高城川新橋（上りﾗﾝﾌﾟ線部）　上部工鋼部材補修図

13 1 高城川新橋（上り）　支承補修図Ｐ３（その２） 46 1 高城川新橋（上りﾗﾝﾌﾟ線部）　床版補修図

14 1 高城川新橋（上り）　支承補修図Ｐ４（その１） 47 1 高城川新橋（上りﾗﾝﾌﾟ線部）　支承補修図Ｐ２（その１）

15 1 高城川新橋（上り）　支承補修図Ｐ４（その２） 48 1 高城川新橋（上りﾗﾝﾌﾟ線部）　支承補修図Ｐ２（その２）

16 1 高城川新橋（上り）　支承取替工図Ａ２（その１） 49 1 高城川新橋（上りﾗﾝﾌﾟ線部）　支承補修図Ｐ３（その１）

17 1 高城川新橋（上り）　支承取替工図Ａ２（その２） 50 1 高城川新橋（上りﾗﾝﾌﾟ線部）　支承補修図Ｐ３（その２）

18 1 高城川新橋（上り）　支承取替工図Ａ２（その３） 51 1 高城川新橋（上りﾗﾝﾌﾟ線部）　支承補修図Ｐ４（その１）

19 1 高城川新橋（上り）　支承取替工図Ａ２（その４） 52 1 高城川新橋（上りﾗﾝﾌﾟ線部）　支承補修図Ｐ４（その２）

20 1 高城川新橋（上り）　支承取替工図Ａ２（その５） 53 1 高城川新橋（上りﾗﾝﾌﾟ線部）　支承補修図Ａ２（その１）

21 1 高城川新橋（上り）　支承取替工図Ａ２（その６） 54 1 高城川新橋（上りﾗﾝﾌﾟ線部）　支承補修図Ａ２（その２）

22 1 高城川新橋（上り）　支承取替工図Ａ２（その７） 55 1 高城川新橋（上りﾗﾝﾌﾟ線部）　壁高欄剥落対策工図（その１）

23 1 高城川新橋（上り）　支承取替工図Ａ２（その８） 56 1 高城川新橋（上りﾗﾝﾌﾟ線部）　壁高欄剥落対策工図（その２）

24 1 高城川新橋（上り）　壁高欄剥落対策工図（その１） 57 1 高城川新橋（上りﾗﾝﾌﾟ線部）　橋面防水工図（その３）

25 1 高城川新橋（上り）　壁高欄剥落対策工図（その２） 58 1 高城川新橋（上りﾗﾝﾌﾟ線部）　橋面防水工図（その４）

26 1 高城川新橋（上り）　橋面防水工図（その３） 59 1 高城川新橋（上りﾗﾝﾌﾟ線部）　橋面防水工図（その５）

27 1 高城川新橋（上り）　橋面防水工図（その４） 60 1 高城川新橋（上りﾗﾝﾌﾟ線部）　橋面防水工図（その６）

28 1 高城川新橋（上り）　橋面防水工図（その５） 61 1 高城川新橋（上りﾗﾝﾌﾟ線部）　下部工ｺﾝｸﾘｰﾄ補修工図Ｐ４（その１）

29 1 高城川新橋（上り）　橋面防水工図（その６） 62 1 高城川新橋（上りﾗﾝﾌﾟ線部）　下部工ｺﾝｸﾘｰﾄ補修工図Ｐ４（その２）

30 1 高城川新橋（上り）　下部工ｺﾝｸﾘｰﾄ補修工図Ｐ２ 63 1 高城川新橋（上りﾗﾝﾌﾟ線部）　下部工ｺﾝｸﾘｰﾄ補修工図Ａ２

31 1 高城川新橋（上り）　下部工ｺﾝｸﾘｰﾄ補修工図Ｐ３ 64 1 高城川新橋（上りﾗﾝﾌﾟ線部）　下部工ｺﾝｸﾘｰﾄ部材補修概要図

32 1 高城川新橋（上り）　下部工ｺﾝｸﾘｰﾄ補修工図Ｐ４

33 1 高城川新橋（上り）　下部工ｺﾝｸﾘｰﾄ補修工図Ａ２

計 64 枚

図  面  目  録
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

位置図 S=1:50000

実 施
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高城川新橋　上り線　本線部　橋梁現況一般図
標準横断面図 S=1:200

正　面　図 S=1:400
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

橋梁現況一般図
本線部

実 施



1
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1
4
0

平　　面　　図

側　　面　　図

支承補修工(支承防錆工・沓座ﾓﾙﾀﾙ打替工) 支承補修工(支承取換工・沓座ﾓﾙﾀﾙ打替工)

支承補修工(支承防錆工・沓座ﾓﾙﾀﾙ打替工)

支承補修工(支承防錆工・沓座ﾓﾙﾀﾙ打替工)支承補修工(支承防錆工・沓座ﾓﾙﾀﾙ打替工)

支承補修工(支承防錆工・沓座ﾓﾙﾀﾙ打替工)

A2橋台ｺﾝｸﾘｰﾄ部材補修工

(ひびわれ補修工)

P4橋脚ｺﾝｸﾘｰﾄ部材補修工

(ひびわれ補修工)

P3橋脚ｺﾝｸﾘｰﾄ部材補修工

(ひびわれ補修工)
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(ひびわれ補修工)
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(伸縮装置取替工)
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壁高欄補修工（コンクリート部材補修工）

壁高欄補修工（コンクリート部材補修工）

施工区分「こ線部」範囲
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剥落防止工

床版下面補修工

(床版ｺﾝｸﾘｰﾄ補修工

・炭素繊維接着工法)

支承取換工

A2橋台A1橋台
A2橋台ｺﾝｸﾘｰﾄ部材補修工

(ひびわれ補修工)

P1橋脚 P2橋脚 P3橋脚 P4橋脚 P4橋脚
ランプ

P4橋脚ｺﾝｸﾘｰﾄ部材補修工

(ひびわれ補修工)

P3橋脚ｺﾝｸﾘｰﾄ部材補修工

(ひびわれ補修工)

P2橋脚ｺﾝｸﾘｰﾄ部材補修工

(ひびわれ補修工)

高城川新橋　上り線　本線部　橋梁補修一般図
標準横断面図 S=1:200

正　面　図 S=1:400 ※注記

1.現地調査後、詳細寸法決定のこと。
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

橋梁補修一般図
本線部

実 施



塗装範囲：主桁（外面）

塗装範囲：横桁
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塗装範囲：主桁（外面）・横桁　塗装面積　 A＝2196.6 m2

高城川新橋 上り線 本線部 上部工鋼部材補修図
S=1:250

配 置 図

断　面　図 S ＝ 1:100

注）施工に先立ち現地計測を実施し、寸法を確認すること。

下　塗

下　塗

中　塗

上　塗

素地調整 １種

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤ふっ素樹脂塗料中塗

弱溶剤ふっ素樹脂塗料上塗

塗装工程 塗　料　名 使用量

下　塗

(g/㎡)

600

240

240

170

140

Rc-Ⅰ塗装系

※塗装面積は、昭和56年4月 設計成果(上り線) 塗装面積計算書を参照し、本線部 A＝2196.6(m2)とする。
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

上部工鋼部材補修図
本線部

実 施
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 ひび割れ注入工 詳細図 

樹脂注入器

ひび割れ

インジェクター取付パイプ

シール材

エポキシ樹脂

注入材

※ t=0.2mmを超えるひびわれに実施。

DS0101

DS0201

DS0301

DS0401

DS0501

DS0601

DS0701

DS0202 DS0203 DS0204 DS0205

DS0302 DS0303 DS0304 DS0305 DS0306

DS0402 DS0403 DS0404 DS0405 DS0406

DS0502 DS0503 DS0504 DS0505 DS0506

DS0602 DS0603 DS0604 DS0605 DS0606

 本線 P1～P2 

床版ひびわれ　0.2mm

L=7.779m

 本線 P2～P3 

床版ひびわれ　0.2mm

L=3.148m

DS0101

DS0201

DS0301

DS0401

DS0202

DS0302

DS0203

DS0303-1

DS0303-2

DS0204

DS0304-1

DS0304-2

DS0205

DS0305-1

DS0305-2

DS0206

DS0306-1

DS0306-2

DS0207

DS0307-1

DS0307-2

DS0208

DS0308-1

DS0308-2

ひび割れ注入工　数量表

DS0206

ひび割れ幅 延長 箇所数

(mm) (m) (ｹ)

床版 P1～P2 0.200 0.000 1 -

（本線） 0.200 0.000 1 -

0.200 7.779 1 C

0.200 7.779 1 C

0.200 7.779 1 C

0.200 7.779 1 C

0.200 7.779 1 C

0.200 0.000 1 -

0.200 7.779 1 C

0.200 7.779 1 C 代表格間

0.200 6.223 1 B

0.200 7.779 1 C

0.200 4.667 1 A

0.200 0.000 1 -

0.200 7.779 1 C

0.200 7.779 1 C

0.200 6.223 1 B

0.200 7.779 1 C

0.200 7.779 1 C

0.200 0.000 1 -

0.200 7.779 1 C

0.200 7.779 1 C

0.200 6.223 1 B

0.200 6.223 1 B

0.200 6.223 1 B

0.200 0.000 1 -

0.200 7.779 1 C

0.200 7.779 1 C

0.200 6.223 1 B

0.200 6.223 1 B

0.200 4.667 1 A

0.200 0.000 1 -

P2～P3 0.200 0.000 1 -

0.200 3.148 1 B

0.200 3.148 1 B

0.200 3.148 1 B

0.200 3.148 1 B

0.200 3.148 1 B 代表格間

0.200 3.148 1 B

0.200 2.518 1 A

0.200 2.518 1 A

0.200 3.148 1 B

0.200 3.148 1 B

0.200 3.148 1 B

0.200 3.148 1 B

0.200 3.148 1 B

0.200 3.148 1 B

0.200 3.148 1 B

0.200 3.148 1 B

0.200 3.148 1 B

0.200 3.148 1 B

0.200 3.148 1 B

0.200 3.148 1 B

0.200 3.148 1 B

0.200 3.148 1 B

0.200 0.000 1 -

備考

Ds0207

Ds0208

Ds0203

Ds0204

Ds0205

Ds0401

Ds0307-1

Ds0307-2

Ds0308-1

Ds0304-2

Ds0305-1

Ds0305-2

Ds0306-1

Ds0306-2

Ds0301

Ds0602

Ds0603

Ds0604

Ds0605

Ds0606

Ds0701

Ds0101

Ds0201

Ds0202

Ds0302

Ds0303-1

Ds0303-2

Ds0304-1

損傷ランク工種 部位 番号

Ds0101

Ds0302

Ds0303

Ds0304

Ds0305

Ds0206

Ds0301

Ds0201

Ds0202

Ds0203

Ds0204

Ds0205

Ds0306

Ds0401

Ds0402

Ds0403

Ds0404

Ds0405

Ds0406

Ds0501

Ds0502

Ds0503

Ds0504

Ds0505

Ds0506

Ds0601

Ds0206

Ds0308-2

種　　別

数量表

ひび割れ注入工

規格・寸法

エポキシ樹脂 m

単位 数　量 備　考

245.4 低圧注入工法

高城川新橋　上り線　本線部　床版補修図(その1)

注記

1. 床版の各格間の左上に記載している記号は「部材番号」を示

す。

2. 床版の各格間の右上に記載しているアルファベットは「損傷

ランク」を示し、A～Eの5段階で評価した。

3. 床版ひびわれのスケッチがある格間を「代表格間」とし、

CAD計測によって主要なひびわれの延長を求めた。

4. 床版ひびわれのスケッチがない格間は、「代表格間」との

「損傷ランク」を比べ、1ランク増減ごとにひびわれ延長を

20%増減させた。（5段階評価のため、1ランクの差は20%）

5. 床版のひびわれ幅は、一律0.2mmとして計上した。

6. 「損傷ランク」の記載のない格間は、健全部を示すが、補修

工事において近接した際に床版ひびわれが確認できた時は、

補修を行うこと。

S=1:100

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番

図示
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

床版補修図(その1)
本線部

実 施



 ひび割れ注入工 詳細図 

樹脂注入器

ひび割れ

インジェクター取付パイプ

シール材

エポキシ樹脂

注入材

※ t=0.2mmを超えるひびわれに実施。

9
9
50

53950

9
9
5
0

41000

 本線 P4～A2 

 本線 P3～P4 

床版ひびわれ　0.2mm

L=6.621m

床版ひびわれ　0.2mm

L=5.097m

床版ひびわれ　0.2mm

L=5.748m

DS0101

DS0201

DS0301

DS0202 DS0203 DS0204 DS0205 DS0206 DS0207 DS0208 DS0209 DS0210

DS0101

DS0201

DS0301

DS0202 DS0203 DS0204 DS0205 DS0206 DS0207 DS0208

ひび割れ注入工　数量表

ひび割れ幅 延長 箇所数

(mm) (m) (ｹ)

P3～P4 0.200 0.000 1 -

0.200 3.973 1 A

0.200 3.973 1 A

0.200 6.621 1 C

0.200 6.621 1 C

0.200 6.621 1 C

0.200 6.621 1 C

0.200 6.621 1 C

0.200 6.621 1 C 代表格間

0.200 5.297 1 B

0.200 3.973 1 A

0.200 0.000 1 -

P4～A2 0.200 0.000 1 -

0.200 3.449 1 A

0.200 3.449 1 A

0.200 3.449 1 A

0.200 3.449 1 A

0.200 3.449 1 A

0.200 3.449 1 A

0.200 5.097 1 C 代表格間

0.200 5.748 1 C 代表格間

0.200 0.000 1 -

備考

Ds0207

Ds0208

Ds0202

Ds0203

Ds0204

Ds0205

Ds0206

Ds0209

Ds0210

Ds0301

Ds0101

Ds0201

Ds0204

Ds0205

Ds0206

Ds0207

Ds0208

Ds0101

Ds0201

Ds0202

Ds0203

損傷ランク工種 部位 番号

Ds0301

床版

（本線）

種　　別

数量表

ひび割れ注入工

規格・寸法

エポキシ樹脂 m

単位 数　量 備　考

88.5 低圧注入工法

高城川新橋　上り線　本線部　床版補修図(その2)

注記

1. 床版の各格間の左上に記載している記号は「部材番号」を示

す。

2. 床版の各格間の右上に記載しているアルファベットは「損傷

ランク」を示し、A～Eの5段階で評価した。

3. 床版ひびわれのスケッチがある格間を「代表格間」とし、

CAD計測によって主要なひびわれの延長を求めた。

4. 床版ひびわれのスケッチがない格間は、「代表格間」との

「損傷ランク」を比べ、1ランク増減ごとにひびわれ延長を

20%増減させた。（5段階評価のため、1ランクの差は20%）

5. 床版のひびわれ幅は、一律0.2mmとして計上した。

6. 「損傷ランク」の記載のない格間は、健全部を示すが、補修

工事において近接した際に床版ひびわれが確認できた時は、

補修を行うこと。

S=1:100

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番

図示
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

床版補修図(その2)
本線部

実 施



橋軸方向 目付量200g/㎡×1層

炭素繊維シート貼付工 S=1:20

直
角

方
向

 
目

付
量

2
00
g/
㎡

×
1
層

(格子状補強)

250 100 250 100 250

継手詳細図 S=1:20

重ね継手

重ね継手

1
0
0
m
m
以
上

※隣り合う継手は同一線上にならないように

2
5
0

1
0
0

2
5
0

1
0
0

2
5
0

すること

シートの継ぎ手長

100mm以上

←　繊維方向　→

継ぎ手部 S=1:20

41400

9
9
5
0

A2P4

10000107001070010000

下　面 S=1:100

9410 9950

断面図 S=1:100

炭素繊維シート工

(格子貼補強)

<G1>

<G2>

2
6
00

高城川新橋　上り線　本線部　床版補修図(その3)

注記

1. 現場原寸確認の上、詳細決定のこと。

2. 不陸修正材（エポキシパテ）の使用量は、下地状況

確認後決定する。

3. ひび割れ幅0.20mm以上のものについては、ひび割れ

注入を行う。事前調査の上決定すること。

4. エポキシ樹脂は、施工雰囲気温度5℃以下・雨天等

湿度85％以上の場合は、施工してはならない。施工

時には、水分を嫌うので十分注意する。

柔軟型ウレタン2回塗り

パテ材による不陸修正

ひび割れ注入・断面修復・鉄筋防錆処理・段差修正

ｻﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ等による

繊維シート工 不陸修正工

表面仕上工

シート接着工

事前修復

プライマー工

下地処理工

下地の強化と接着性の向上

（既設状態で劣化している場合）

足場工

START

END

足場撤去

（含浸樹脂下塗→シート設置→含浸樹脂上塗→脱泡）

施工工程

シートの厚さ　(mm)

引張強度　(N/mm   )

引張弾性率　(kN/mm )

繊維シートの規格

目付量　(g/m )

仕様 単位 数量

26.0

プライマー工

サンダーケレン

不陸調整工

ウレタン塗装

㎡

数量表

㎡

㎡

㎡

㎡

0.111

3400

245

200

㎡橋軸方向    目付量200g/㎡

23.3

20.0

18.9

墨出し工

養生工

シート接着工

不陸修正工

繊維シート貼付幅:250mm,空き:100mmの墨出しを行う

空き部分100mm×100mmに対しての養生

橋軸方向 目付量200g/㎡×1層

繊維シート貼付分の段差を修正

（含浸樹脂下塗→シート設置→含浸樹脂上塗→脱泡）
直角方向 目付量200g/㎡×1層

直角方向    目付量200g/㎡

プライマー　0.15 kg/㎡

不陸調整材　1.0 kg/㎡

含浸・接着樹脂　下塗0.6 kg/㎡，上塗0.4 kg/㎡

備考工種

コンクリート

表面仕上げ工

繊維シート工

表面処理工

含浸・接着樹脂　下塗0.6 kg/㎡，上塗0.4 kg/㎡

7.柔軟型ウレタン2回塗り

5.炭素繊維シート

2.プライマー塗布

3.不陸修正工

1.下地処理(ケレン)

6.含浸樹脂上塗り

炭素繊維シ－ト断面図

4.含浸樹脂下塗り

直角方向:目付量200g/㎡×1層
橋軸方向:目付量200g/㎡×1層

23.3

23.3

P2 P3 A2P4P1A1

至 仙台

至 石巻

(下り線)

(上り線)

至 松島北I.C

マーク図

（炭素繊維補修）

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番

図示
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

床版補修図(その3)
本線部

実 施



430

300

7
0

530

2
09

A

A

P1
P3

沓座ｺﾝｸﾘｰﾄはつり工（支承直下部以外）

沓座無収縮ﾓﾙﾀﾙ工（支承直下部以外）

　（計６基）

支承金属溶射工

　（計６基）

830

2.0%

7
86
2

7
0

沓座ｺﾝｸﾘｰﾄはつり工（支承直下部以外）

沓座無収縮ﾓﾙﾀﾙ工（支承直下部以外）

　（計６基）

支承金属溶射工

　（計６基）

至 仙台

至 石巻

(下り線)

(上り線)

F M M

F M M M

A1 P1 P2 P3 P4 A2

130

230

760

1
5
0

550

5
5
0

7
6
0

430

300

180

13
0

21
5

側 面 図

平 面 図

正 面 図

高城川新橋　上り線　本線部　支承補修図P2(その1)
正面図

側面図 A      -       A

施工位置図

足
場
・
防
護
設
置

沓
座
清
掃

潤
滑
性
防
錆
剤
注
入

素
地
調
整

金
属
溶
射

封
孔
処
理

足
場
・
防
護
撤
去

施工フロー図

素地調整

金属溶射仕様

ブラスト処理　除せい度ISO8501-1 Sa 2 1/2 以上

金属溶射 亜鉛・アルミニウム擬合金　最小被膜厚さ100μm

封孔処理剤　スプレー塗装封孔処理

支承詳細図　（支承板支承　75ton 可動） S＝1:10

注）施工に先立ち現地計測を実施し、寸法を確認すること。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番  8 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承補修図P2(その1)
本線部

1:10

実 施



430

300

7
0

530

2
0
9

A

A

P1 P3

沓座モルタル
（無収縮モルタル）

230

760

1
5
0

830

2.0%

7
86
2

7
0

沓座モルタル
（無収縮モルタル）

7
6
0

8
3
0

530 至 仙台

至 石巻

(下り線)

(上り線)

F M M

F M M M

A1 P1 P2 P3 P4 A2

高城川新橋　上り線　本線部　支承補修図P2(その2)

正面図側面図

平面図

（A-A）

P2橋脚　沓座モルタル補修　計6基

項　目 面積(m2) 打設厚(m) 数量(m3)

チッピング工 0.233(CAD上より計測)

無収縮モルタル 0.2330 0.0700 0.0160

沓座モルタル補修施工数量表（1基あたり）

施工位置図

注）施工に先立ち現地計測を実施し、寸法を確認すること。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番  9 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承補修図P2(その2)

1:10

本線部

実 施



450

650

1
5
0

20
0

3
5
0

810

8
5

4
2
1

A

A

P3P1

沓座ｺﾝｸﾘｰﾄはつり工（支承直下部以外）

沓座無収縮ﾓﾙﾀﾙ工（支承直下部以外）

支承金属溶射工

　（計２基）

　（計２基）

570

860

1061

9
67
4

8
5

支承金属溶射工

　（計２基）

沓座ｺﾝｸﾘｰﾄはつり工（支承直下部以外）

沓座無収縮ﾓﾙﾀﾙ工（支承直下部以外）

　（計２基）

至 仙台

至 石巻

(下り線)

(上り線)

F M M

F M M M

A1 P1 P2 P3 P4 A2

440

650

8
6
0

3
2
5

3
2
5

5
7
0

2
5

5
2
0

2
5

200

330

450

440

650

3
5
0

1
5
0

2
0
0

570

320

860

325 325

正面図側面図

(A - A)

施工位置図

沓
座
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
つ
り
工

沓
座
清
掃

潤
滑
性
防
錆
剤
注
入

素
地
調
整

金
属
溶
射

封
孔
処
理

沓
座
無
収
縮
モ
ル
タ
ル
工

素地調整

金属溶射仕様

ブラスト処理　除せい度ISO8501-1 Sa 2 1/2 以上

金属溶射 亜鉛・アルミニウム擬合金　最小被膜厚さ100μm

封孔処理剤　スプレー塗装封孔処理

支承詳細図　（ピン支承　160ton 固定） S＝1:10

足
場
・
防
護
設
置

施工フロー図

足
場
・
防
護
撤
去

高城川橋　上り線　本線部 支承補修図P2(その3)

注）施工に先立ち現地計測を実施し、寸法を確認すること。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 10 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

1:10

支承補修図P2(その3)
本線部

実 施



450

650

8
5

810

4
2
1

3
5
0

A

A

P1 P3

沓座モルタル
（無収縮モルタル）

570

860

1061

9
67
4

8
5

2.0%

沓座モルタル
（無収縮モルタル）

650
8
6
0

5
7
0

1
0
6
1

810

至 仙台

至 石巻

(下り線)

(上り線)

F M M

F M M M

A1 P1 P2 P3 P4 A2

高城川橋　上り線　本線部 支承補修図P2(その4)

正面図側面図

平面図

（A-A）

P2橋脚　沓座モルタル補修　計2基

施工位置図

項　目 面積(m2) 打設厚(m) 数量(m3)

チッピング工 0.300(CAD上より計測)

無収縮モルタル 0.3000 0.0850 0.0260

沓座モルタル補修施工数量表（1基あたり）

注）施工に先立ち現地計測を実施し、寸法を確認すること。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 11 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承補修図P2(その4)

1:10

本線部

実 施



420

1110

8
8
0

2
3
0

6
5
0

6
5

1280

A

A

P2 P4

沓座ｺﾝｸﾘｰﾄはつり工（支承直下部以外）

沓座無収縮ﾓﾙﾀﾙ工（支承直下部以外）

支承金属溶射工

　（計 2 基）

　（計 2 基）

690

1110

7
85
2

1307

6
5

2.0%

沓座ｺﾝｸﾘｰﾄはつり工（支承直下部以外）

沓座無収縮ﾓﾙﾀﾙ工（支承直下部以外）

支承金属溶射工

　（計 2 基）

　（計 2 基）

至 仙台

至 石巻

(下り線)

(上り線)

F M M

F M M M

A1 P1 P2 P3 P4 A2

300

420

890

1110

8
8
0

2
3
0

6
5
0

690

370

1110

890

1110

890

535

1
1
1
0

8
9
0

側 面 図

平 面 図

正 面 図

高城川新橋　上り線　本線部　支承補修図P3(その1)

正面図側面図

施工位置図

支承詳細図　（ピンローラー支承695.9ton 可動）S＝1:20

沓
座
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
つ
り
工

沓
座
清
掃

潤
滑
性
防
錆
剤
注
入

素
地
調
整

金
属
溶
射

封
孔
処
理

沓
座
無
収
縮
モ
ル
タ
ル
工

素地調整

金属溶射仕様

ブラスト処理　除せい度ISO8501-1 Sa 2 1/2 以上

金属溶射 亜鉛・アルミニウム擬合金　最小被膜厚さ100μm

封孔処理剤　スプレー塗装封孔処理

足
場
・
防
護
設
置

施工フロー図

足
場
・
防
護
撤
去

(A - A)

注）施工に先立ち現地計測を実施し、寸法を確認すること。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承補修図P3(その1)
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沓座モルタル
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（無収縮モルタル）
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至 仙台

至 石巻

(下り線)

(上り線)

F M M

F M M M

A1 P1 P2 P3 P4 A2

高城川新橋　上り線　本線部　支承補修図P3(その2)

正面図側面図

平面図

施工位置図

（A-A）

項　目 面積(m2) 打設厚(m) 数量(m3)

チッピング工 0.441(CAD上より計測)

無収縮モルタル 0.4410 0.0650 0.0290

沓座モルタル補修施工数量表（1基あたり）

P3橋脚　沓座モルタル補修　計2基

注）施工に先立ち現地計測を実施し、寸法を確認すること。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度
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(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承補修図P3(その2)
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沓座ｺﾝｸﾘｰﾄはつり工（支承直下部以外）

沓座無収縮ﾓﾙﾀﾙ工（支承直下部以外）

支承金属溶射工

　（計 2 基）

　（計 2 基）
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1160

6
0

沓座ｺﾝｸﾘｰﾄはつり工（支承直下部以外）

沓座無収縮ﾓﾙﾀﾙ工（支承直下部以外）

支承金属溶射工

　（計 2 基）

　（計 2 基）
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側 面 図

平 面 図

正 面 図

高城川新橋　上り線　本線部　支承補修図P4(その1)

正面図側面図

A      -       A

施工位置図

支承詳細図　（ピンローラー支承466ton 可動） S＝1:20

沓
座
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工
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素
地
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整

金
属
溶
射

封
孔
処
理

沓
座
無
収
縮
モ
ル
タ
ル
工

素地調整

金属溶射仕様

ブラスト処理　除せい度ISO8501-1 Sa 2 1/2 以上

金属溶射 亜鉛・アルミニウム擬合金　最小被膜厚さ100μm

封孔処理剤　スプレー塗装封孔処理

足
場
・
防
護
設
置

施工フロー図

足
場
・
防
護
撤
去

注）施工に先立ち現地計測を実施し、寸法を確認すること。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度
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仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承補修図P4(その1)
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A1 P1 P2 P3 P4 A2

高城川新橋　上り線　本線部　支承補修図P4(その2)

正面図側面図

平面図 施工位置図

P4橋脚　沓座モルタル補修　計2基

（A-A）

項　目 面積(m2) 打設厚(m) 数量(m3)

チッピング工 0.420(CAD上より計測)

無収縮モルタル 0.4200 0.0600 0.0250

沓座モルタル補修施工数量表（1基あたり）

注）施工に先立ち現地計測を実施し、寸法を確認すること。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度
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令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承補修図P4(その2)
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ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ用ﾌﾞﾗｹｯﾄ

落橋防止のｱﾝｶｰを

再利用(ﾅｯﾄを含む)

注: 1．現場計測した後、制作すること。

　　2．既設の変位制限・段差防止と

       緩衝しないように注意すること。

竣工時　(側面図) S=1:30

施工時　(側面図) S=1:30

既設落橋防止ﾌﾞﾗｹｯﾄ（再利用）

施工時に撤去、支承交換後再設置

既設ﾁｪｰﾝも再利用

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄは再利用

支承交換

平面図 S=1:30

断面図 S=1:30

主桁補強

(ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ時)
主桁補強

(反力移動時)

落橋防止ﾌﾞﾗｹｯﾄ

支承交換

支承交換

支承交換

支承交換

A2

A2

A2

現状落橋防止ﾌﾞﾗｹｯﾄ S=1:30

高城川橋 上り線　本線部　支承取替工図A2(その1)

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番
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令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承取替工図A2(その1)
本線部
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部番 部　品　名　称 材　　質 個数 重  量 備　　考

上　　    　  　　沓

下　　　      　　沓

全　　重　　量 (kg)

塗　装　面　積

材　料　表

6

SCW480N

JIS B 1181

7

8

C13B相当

1

一 　般　 外 　面 　の 　防　 食 　処 　理

塗 装 の 場 合

溶融亜鉛めっき 付着量550g/㎡ 以上、350g/㎡ 以上（ボルト類）

(kg)

死 　 荷　  重 　 反　  力

全　    　　反　    　　力

橋 軸 方 向 水 平 力

反                      力

許  容  支  圧  応  力  度

（移 動 時）

（地 震 時）

（地 震 時）

RH1

R

R

V

σba

RH2

上    　揚　  　　力

1561

924

79

93

設計条件

d

f

e

ピ　　　　  　　　ン

キ　　ャ　　ッ　　プ

231.8

32.2

12.2

13.4

57.3

116.9

13.0

832.3

3.08

σba

㎡

SCW480N

204

kN

kN

kN

kN

kN

N/mm8

N/mm210

橋 軸 方 向 水 平 力（地 震 時） RH1 204e kN

全　 移　 動 　可 　能 　量

設　  計  　移  　動　  量

計  　算  　移 　 動 　 量

移　      　動      　　量

e

e1

e2

150 mm

170 mm

210 mm

設 　計　 摩　 擦　 係　 数

摩　    擦    　係 　   数

f 0.05

9
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15

16
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21
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23

24

底                板
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支       圧       板

ピ    ニ    オ    ン

ラ       ッ       ク

端                片

連       結       板

カ       バ       ー

六 角 穴 付 ボ ル ト

六 角 穴 付 ボ ル ト

割    り    ピ    ン

1
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2

1

2

1

1
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－

－
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－
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8

2

4

4

8

4

2

2

2

8

8
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M10x25

JIS B 1351
6.3x50

JIS B 1180
JIS B 1181

部番 10～16 は溶融亜鉛めっきとする。

25

26

C13B相当

C13B相当

129.81SM490A

128.81

注２）本図製作前に現地調査を行い寸法決定のこと。

3
3.225

        (        ) SCW480N

1
9
2

1
9
2

660

6
6
0

187.5

55 90

ローラーピッチ

200

8
4

3
0

1
2
6

2
5

4
2

25

3.2

7
9

C

25

3.2

3.2

25

410

70120

8-M24ネジ深40

8-M10ネジ深15

3
6

3
6

12-M10ネジ深15

70

187.5

5590

6
5

4
6
0

3
5

6
5

3
5

6

60
°

5 （ 　 ）S35CN 6 （  　）SS400
3.225 25

4
25

        (    ) SCW480N

510

366

 
4
4

60

72

55

60

72

3.2

M36

R3

2-6.3キリ 55

 
1
75

 
1
35

 
4
2C5

25

47

2
0
5

1
8
0

2
5

R2
5

Ｂ　視

95

340

7012070

30

90

5

95

5

65

1
0

4-26キリ
φ50ザグリ

R7 B

9
0

3
5

3030

R3

 
7
5

2
0
1

8
0

1
5
0

2
0

 80

60°
6

6

A部詳細図 S=1:2

66

60
° 60°

橋軸直角方向 橋 軸 方 向

6

5

17

10

9

3

1

22

2

4

19

16

11

12

20

25

13 21

18

7

14

8

15

23

A

P2 P3 P4 A2

注３）必要に応じて吊り用のネジ穴を設けてもよい。
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注１）不めっき部は開先防錆剤を塗布のこと。現場溶接後、高濃度亜鉛末

　　  塗装のこと。

高城川橋 上り線　本線部　支承取替工図A2(その2)

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度
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（めっき仕様時）

高城川橋 上り線　本線部　支承取替工図A2(その3)

注）施工に先立ち現地計測を実施し、寸法を確認するこ

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 18 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承取替工図A2(その3)

1/10

本線部

実 施



1
0
0

8
0

7
0

75
75

1
20

200

254

40

1
0
x
10
9
.
5=
10
9
5

1
0
0

1
0
0

80
70

75
7
5

1
20

75

1
0x
1
0
9.
5
=
10
95

75

6C

6C

2
0
0

100100

22

10

22

1
00

1
00

22

120

1
79
0

10

40

1
80
0

1
4
30

φ
24
.5

2
0
0

22

100

10

22

200

40

1
0
x
10
9
.
5=
10
9
5

70
75

7
5

4
0

75

120 40

φ
24
.5

7
0

75

75

4
0

254

1
0x
1
0
9.
5
=
10
95

75

1
79
0

10

1
80
0

1
4
30

6C

6C

2
0
0

22

100

10

22

2
00

100100

22

10

22

1
00

1
00

2
2

1
0x

1
0
5=
1
0
50

10
0

1
0
0

80
7
0

75
7
5

1
20

1
2
0

320

320

40 40

1
0x

1
0
5=
1
0
50

10
0

1
0
0

8
0

7
0

75
7
5

1
20

1
2
0

100 10 150

1
00

1
0
0

1
2
0

1
50

20
1
50

1
43
0

1
79
0

φ
24
.5

6C

6C

150

1
50

20
1
50

80
7
0

8
0

7
0

320

320

40 40

1
0x

1
0
5=
1
0
50

7
0

75
7
5

1
20

4
0

φ
24
.5

7
0

1
0x

1
0
5=
1
0
50

7
0

75

75

1
20

4
0

1
4
30

6C

6C

150

1
5
0

20
1
50

7
0

10010150

1
00

1
0
0

1
2
0

1
50

20
1
50

100 120 100

1
14

0
2
80

2600

14
3
0

1
7
9
0

主桁補強材 

14
2
0

3
4
0

14
3
0

1
7
9
0

主桁補強材 

5
9
6

掘削範囲 860

掘
削
範
囲
 
20
0
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落橋防止のｱﾝｶｰを

再利用(ﾅｯﾄを含む)

5
96

1708 1708

サンドル又は
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ｼﾞｬｯｷ位置補剛材 S=1:10

1PL-100x22x1790

1PL-200x22x1790

1PL-100x22x1430

1PL-200x22x1430

28-TCB M22x90(S10T)

 6-TCB M22x70(S10T)

制作数　2組（1支承分）

１．特記なき材質は、SM400Aとする。

２．部材寸法、取り付け位置は現場計測の上変更のこと。

３．ジャッキアップ時は交通の傷害にならないように、

    十分注意して慎重に行うこと。

４．内部補強材の取り付けには段差防止用補強工の位置

   と緩衝しないように、事前の計測にて位置を決定し

　 制作すること。

５．仮受け部にﾃｰﾊﾟｰ緩衝ゴムを設置し高さ調整を行うこと。

６．ｼﾞｬｯｷ受け架台のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄは既設の落橋防止装置

　　(ﾁｪｰﾝﾀｲﾌﾟ）の橋台側ﾌﾟﾗｹｯﾄを撤去し、6本のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを　　　再利用する

こと。

7．新規ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ6本の削工にあたっては、RCﾚｰﾀﾞｰにて鉄筋

　 位置を確認すること。

段差防止位置補剛材 S=1:10

2L-100x100x13x1140

2L-100x100x13x 280

2L-150x150x15x1790

28-TCB M22x75(S10T)

 6-TCB M22x60(S10T)

制作数　2組（1支承分）

下ﾌﾗﾝｼﾞにﾒﾀﾙﾀｯﾁ

下ﾌﾗﾝｼﾞにﾒﾀﾙﾀｯﾁ

ｼﾞｬｯｷｱｯﾌ位置

補剛材
段差防止位置

補剛材

下ﾌﾗﾝｼﾞにﾒﾀﾙﾀｯﾁ

下ﾌﾗﾝｼﾞにﾒﾀﾙﾀｯﾁ

高城川橋 上り線　本線部　支承取替工図A2(その4)

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 19 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承取替工図A2(その4)

1/10

本線部

実 施
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ｼﾞｬｯｷ位置補剛材 (部品図) S=1:10

１．特記なき材質は、SM400Aとする。

２．部材寸法、取り付け位置は現場計測の上変更のこと。

３．ジャッキアップ時は交通の傷害にならないように、

    十分注意して慎重に行うこと。

４．内部補強材の取り付けには段差防止用補強工の位置

   と緩衝しないように、事前の計測にて位置を決定し

　 制作すること。

５．仮受け部にﾃｰﾊﾟｰ緩衝ゴムを設置し高さ調整を行うこと。

６．ｼﾞｬｯｷ受け架台のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄは既設の落橋防止装置

　　(ﾁｪｰﾝﾀｲﾌﾟ）の橋台側ﾌﾟﾗｹｯﾄを撤去し、6本のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを　　　再利用する

こと。

7．新規ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ6本の削工にあたっては、RCﾚｰﾀﾞｰにて鉄筋

　 位置を確認すること。

段差防止位置補剛材 (部品図) S=1:10

下ﾌﾗﾝｼﾞにﾒﾀﾙﾀｯﾁ

1PL-100x22x1430

1PL-200x22x1430

制作数　2組（1支承分）

2L-100x100x13x1140

2L-100x100x13x 280

制作数　2組（1支承分）

1PL-100x22x1790

1PL-200x22x1790

制作数　2組（1支承分）

2L-150x150x15x1790

制作数　2組（1支承分）

高城川橋 上り線　本線部　支承取替工図A2(その5)

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承取替工図A2(その5)

図示

本線部

実 施
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ｼﾞｬｯｷ位置補剛材 S=1:10

ｼﾞｬｯｷ位置ﾌﾞﾗｹｯﾄ S=1:20

1PL-1100x22x1358

1PL-400x22x580

3PL-368x22x1338

2PL-368x22x750

2PL-φ280x16

6-ANC BOLT D35x610(SD345)

  (M33 1-緩み止めﾅｯﾄ､1-座金)

１．特記なき材質は、SM400とする。

２．部材寸法、取り付け位置は現場計測の上変更のこと。

３．ジャッキアップ時は交通の傷害にならないように、

    十分注意して慎重に行うこと。

４．内部補強材の取り付けには段差防止用補強工の位置

   と緩衝しないように、事前の計測にて位置を決定し

　 制作すること。

５．仮受け部にﾃｰﾊﾟｰ緩衝ゴムを設置し高さ調整を行うこと。

６．ｼﾞｬｯｷ受け架台のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄは既設の落橋防止装置

　　(ﾁｪｰﾝﾀｲﾌﾟ）の橋台側ﾌﾟﾗｹｯﾄを撤去し、6本のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを　　　再利用する

こと。

7．新規ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ6本の削工にあたっては、RCﾚｰﾀﾞｰにて鉄筋

　 位置を確認すること。

段差防止位置補剛材 S=1:10

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ S=1:10

①

1PL-400x22x580

①

1PL-1100x22x1358

①

1PL-368x22x1338

2PL-φ280x16

①

2PL-368x22x1338

①

2PL-368x22x750

ｼﾞｬｯｷ位置ﾌﾞﾗｹｯﾄ (部品図)

新規作成

6-ANC BOLT D35x610(SD345)

  (M33 1-緩み止めﾅｯﾄ､1-座金)

再利用

6-ANC BOLT D35x610(SD345)

  (M33 1-ﾅｯﾄ､1-座金)

配置図　S=1:500

高城川橋 上り線　本線部　支承取替工図A2(その6)

制作数　2組（1支承分）

制作数　2組（1支承分）

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 21 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承取替工図A2(その6)

図示

本線部

実 施
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ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ決定図 S=1:10 S=1:30

１．部材寸法、取り付け位置は現場計測の上変更のこと。

２．既設のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄは現場にて切断しﾍﾞｰｽﾌﾞﾚｰﾄに現場溶接にて固定すること。

３．沓取付ボルトは既設の鉄筋と干渉しないように、現場にて確認すること。

４．沓座鉄筋は鉄筋探査を行い、鉄筋間隔とかぶりを確認すること。

沓座のはつりは、100mm程度とし取り付けボルトが調整可能な範囲とする。

沓座補強詳細図  S=1:10

▽13347 ▽13243

▽10441▽10545

A2 支点上構造高図

A2 支点上構造高図

A2 支点上

G1 G2

舗装天端 13243 13347

舗装厚 50 50

床版+ﾊﾝﾁ 320 320

上ﾌﾗﾝｼﾞ厚 10 10

ウエブ高 1800 1800

下ﾌﾗﾝｼ厚 10 10

ｿｰﾙﾌﾟﾚｰﾄ 26 26

支承高 540 540

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ 22 22

ﾓﾙﾀﾙ厚 24 24

計 2802 2802

橋台天端 10441 10545

構造高(単位 mm)

ﾓﾙﾀﾙ ﾓﾙﾀﾙ

ﾓﾙﾀﾙ

ﾓﾙﾀﾙ

高城川橋 上り線　本線部　支承取替工図A2(その7)

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承取替工図A2(その7)

図示

本線部

実 施
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高城川橋 上り線　本線部　支承取替工図A2(その8)

正面図側面図

平面図 施工位置図

支承取替工図A2(その8)

1:10

本線部

（A-A）

A2橋台　沓座モルタル打替　計2基

項　目 面積(m2) 打設厚(m) 数量(m3)

無収縮モルタル 0.8670 0.1760 0.1170

沓座モルタル補修施工数量表（1基あたり）

注）施工に先立ち現地計測を実施し、寸法を確認すること。

(B-B)

V=v1+v2-v3-v4

=0.117m3

はつり形状

(C-C)

v2=0.90×0.130×0.95

=0.111
A=0.867(CAD上より計測)

v1=0.867×0.046
=0.040

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 23 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

実 施
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40

3400 5000 3300

3224

9130 30400

2900

1907

7620 31900

2900

1917

3266

3459 5087 3358

125007700

12500

3430 33295041

剥落防止工

（特殊ラミネートシート）

剥落防止工

（特殊ラミネートシート）

剥落防止工

（特殊ラミネートシート）

1075

1
2
50

300

剥落防止工

（特殊ラミネートシート）

側　　面　　図

3251 2900

74
.3
5°

75
°
(交

差
角
考
慮
）

追越車線側 30400

（走行車線側 31900）

追越車線側

3266 ) 2900 )(走行車線側

追越車線側

(走行車線側

75°

3459 3358

追越車線側 12500

8.750(建築限界+200)

国道346号
町道

剥落防止工

（特殊ラミネートシート）

高城川新橋　上り線　本線部　壁高欄剥落対策工図(その1)

標準横断面図 S=1:50

町道区間(三陸道上り線追越車線側）

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 24 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

壁高欄剥落対策工図(その1)

図　示

本線部

実 施



1075

剥落防止シート貼付要領図

75㎜以上

75㎜以上

30㎜程度

30㎜程度

30㎜程度

30㎜程度

剥落防止工 剥落防止工

高城川新橋 上り線 本線部　壁高欄剥落対策工図(その2)

壁高欄剥落対策工図(その2)
ランプ線部

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番

図示
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

実 施



既設排水管

導水管取付金具間隔

4
1
5

500750750500

導水管取付金具設置位置の床版下面

新設排水パイプ

導水管フレキシブルチューブφ20 両ナット（SUS304）
L＝0.40 m（現場調整の事）

新設排水パイプ

導水管 40A（VP:JIS K 6741）L＝3.0 m（現場調整の事）

既設排水管孔明φ50

R2
00

3100

600

3
1
0

4
1
5

コンクリートアンカー M12

導水管支持金具

315 160

新設排水パイプ

既設排水管

導水管取付金具間隔

導水管取付金具設置位置の床版下面

導水管フレキシブルチューブφ20　両ナット（SUS304）
L＝0.40 m（現場調整の事）

460

7400

500
9×1000

400

導水管 40A（VP:JIS K 6741）L＝10.60 m（現場調整の事）

排水用硬質塩化ビニル管継手

ソケット 40A DV:JIS K 6739

排水用硬質塩化ビニル管継手

ソケット 40A DV:JIS K 6739

既設排水管孔明φ50

160

R2
00

500

5
0
0

コンクリートアンカー M12

導水管支持金具

340

3
1
0

135

新設排水パイプ

既設排水管

既設床版上面

5
0
0

既設床版下面 5
0
0

340

475

既設排水管 φ100
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事
）

側面図（DP-Type1:P1～P2） S=1:20 断面図（DP-Type1:P1～P2） S=1:10

側面図（DP-Type2:P3～P4） S=1:20 断面図（DP-Type2:P3～P4） S=1:10

排水導水装置詳細図

高城川新橋　上り線　本線部　橋面防水工図（その3）

側面図（DP-Type3:P3～A2） S=1:20

断面図（DP-Type3:P3～A2） S=1:20

注）施工に先立ち現地計測を実施し、寸法を確認すること。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番

図示
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

橋面防水工図(その3)
本線部

実 施



導水管取付金具間隔

5
0
0

導水管取付金具設置位置の床版下面

既設排水管

導水管フレキシブルチューブφ20　両ナット（SUS304）
L＝0.40 m（現場調整の事）

新設排水パイプ

460

9900

500

9×1000

400

導水管 40A（VP:JIS K 6741）L＝10.60 m（現場調整の事）

排水用硬質塩化ビニル管継手

ソケット 40A DV:JIS K 6739

排水用硬質塩化ビニル管継手

ソケット 40A DV:JIS K 6739

既設排水管孔明φ50

160

R2
00

5
0
0

コンクリートアンカー M12

導水管支持金具

340

3
1
0

135

※既設床版鉄筋の配筋確認後、コア削孔を行うこと。

※設置箇所の床版厚を現地にて再確認し決定する。

S=1:3

床版排水パイプ詳細図

S=1:3

係止金具

排水パイプ　FC250　φ40

W3/4オネジ（20A用）

弾着シール

φ17±1

φ50

φ30±1

係止金具

エポキシ樹脂充填

排水パイプ　FC250 φ40

弾着シール

フレキシブルパイプ　20A

※床板厚　280～330用

+
5

3
1
0

1
0

床
版

厚
 
床

版
厚

30
0

床版排水パイプ取付図

5
0

1
3

2
8
0

3
1
0

1
7

コア削孔

φ52

導水管

φ40

※既設鉄筋は鉄筋探査し、削孔時に既設鉄筋を傷つけないよう注意すること。
  既設鉄筋と排水パイプ設置位置が重複する場合、排水パイプ設置位置を地覆に近い側に設置すること。

側面図（DP-Type4:P4～A2） S=1:20 断面図（DP-Type4:P4～A2） S=1:10

排水導水装置詳細図

高城川新橋　上り線　本線部　橋面防水工図（その4）

注）施工に先立ち現地計測を実施し、寸法を確認すること。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番

図示
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

橋面防水工図(その4)
本線部

実 施



30
°

3000

3470

92°

L

高城川新橋　上り線　本線部　橋面防水工図（その5）

S=1:5

番号 呼び径 員数 長さ（m） 備考

T04 VP-40 2 3470 DP-type4

番号 呼び径 員数 長さ（m） 備考

T02 VP-40 1 1500 DP-type2

T03 VP-40 2 3000 DP-type2

T05 VP-40 2 4000 DP-type4

番号 呼び径 員数 長さ（m） 備考

T01 VP-40 2 3000 DP-type1

導水管40A(VP:JIS K 6741)

硬質塩化ビニール管　加工寸法図

硬質塩化ビニール管　直管　寸法図

※注記

1.図中の導水管形状は、現地調査後、詳細寸法決定のこと。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番

図示
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

橋面防水工図(その5)
本線部

実 施
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52

40

5
7

コンクリートアンカー（電気亜鉛めっき）

スリーブ打込み式

M12×100mm

コンクリート部穿孔深さ：57mm　ドリル径：18.0mm

Ｍ12

床版下面固定用アンカー部詳細図

六角異径ニップル フレキシブルチューブ給水栓ソケット(TS継手)

呼び径 1x3/4 (樹脂製) φ20 (SUS304)A形 呼び径 25 (塩ビ)

(員数：7) (員数：7)

ナット

ナット

50
0

(
現

場
調
整

の
事

)

注1)フレキシブルチューブの長さLは各図面を参照の事

注2)ネジ接続部はシールテープを巻き付けて取付の事

品　名 規格・仕様 単位 数　量 備　　考

六角異径ニップル 呼び径 1x3/4 (樹脂製) 個 7

シール材 排水管孔明け部 箇所 7

シールテープ ネジ接続部 箇所 14

フレキシブルチューブ φ20 (SUS304) 本 7

両ナット付き

給水栓ソケット A形 呼び径 25 (塩ビ) 個 7 TS継手

購入品数量表

導水管接続部

18.0

※コンクリート部穿孔は既設鉄筋を切断しない箇所選定

をすること。

既設排水管

VP200

フレキシブルチューブ

φ20 (SUS304)

六角異径ニップル

呼び径 1x3/4 (樹脂製)

給水栓ソケット(TS継手)

A形 呼び径 25 (塩ビ)

シール材

　（全周）

2
1

7
4
06
8

25

3
0

3
56
5

150

1
4
0

導水管取付金具

員数：32

長　孔

φ14x30

150

95 30

7
.
5

50 6
5

7
.
5

40 50 60

φ14孔

3020

φ
48

6
0

20
0

6
2

6
0

3020

4

R2
6

M1
0

50

74 φ10

長　孔

2-φ12x26

6

65

コンクリートアンカー　

M12

フレキシブルチューブ

φ20 (SUS304)

六角異径ニップル

呼び径 1x3/4 (樹脂製)

給水栓ソケット(TS継手)

A形 呼び径 25 (塩ビ)

ソケット(DV継手)

呼び径 40 (塩ビ)

新設排水管

VP40

新設排水管

VP40

導水管接続部

DP-Type1,2,4 DP-Type3

DP-Type1,2,4 

(員数：4)

ナット

ナット

45
0

(
現

場
調
整

の
事

)

DP-Type3 

(員数：3)

(= 1×4 + 1×3 )

1-L 50 x 50 x 6 x 200

1-FB 65 x 6 x 150

1-Uボルト 呼び径40（C形）

2-ANB  M12x100 (1N,1W ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ ｽﾘｰﾌﾞ打込み式)

※ 1m未満は、1本で計上

S=1:5

※亜鉛メッキの規格については、JISH8641「溶融亜鉛めっき」2種55(HDZ55)と

する。なお、ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ及び6mm未満の鋼材は、JISH8641「溶融亜鉛めっき」2

種35(HDZ35)とする。

※特記なき鋼材の材質は、SM400Aを示す。

高城川新橋　上り線　本線部　橋面防水工図（その6）

S=1:5

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番

図示
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

橋面防水工図(その5)
本線部

実 施
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0.3/800
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P2P1
ｂ

ｂ

a

a

P3

至 仙台 至 石巻

(下り線)(上り線)

高城川新橋 上り線 本線部 下部工コンクリート補修工図P2 S=1:100

凡　例

部材番号 損傷状態 修復工種別 単位 数量 備考

1 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 2.3000

 －

2 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 0.7000

 －

3 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 2.1000

 －

4 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 1.2000

 －

5 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 0.8000

 －

6 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 1.8000

 －

7 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 4.0000

 －

下

8 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 1.9000

部  －

工
9 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)

ひびわれ注入工法 ｍ 2.4000

 －

P
10 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)

ひびわれ注入工法 ｍ 6.3000

2  －

橋

11 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 0.9000

脚  －

12 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 1.2000

 －

13 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 1.3000

 －

14 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 1.9000

 －

15 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 2.0000

 －

16 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 1.6000

 －

17 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 5.3000

 － 0.0000

18 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 2.2000

 － 0.0000

19 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 1.6000

 － 0.0000

ひびわれ補修工

注）施工に先立ち現地計測を実施し、寸法を確認すること。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番

図示
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

下部工コンクリート補修工図P2
本線部

実 施
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P4

至 仙台 至 石巻

(下り線)(上り線)

高城川新橋　上り線　本線部　下部工コンクリート補修工図P3 S=1:100

下部工コンクリート補修工図P3
本線部

部材番号 損傷状態 修復工種別 単位 数量 備考

下

1 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 1.4000

部  －

工
2 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)

ひびわれ注入工法 ｍ 2.8000

 －

P
3 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)

ひびわれ注入工法 ｍ 1.5000

3  －

橋

4 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 1.6000

脚  －

凡　例

ひびわれ補修工

注）施工に先立ち現地計測を実施し、寸法を確認すること。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番

図示
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

実 施
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0.2/400

0.2/800
1

2

0.2/1600

3

911
10

6 5 4

7

8

ａ－ａ断面

ｂ－ｂ断面
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P3 P4
A2

a

a

ｂ

ｂ

至 仙台
至 石巻

(下り線)
(上り線)

高城川新橋　上り線　本線部　下部工コンクリート補修工図P4 S=1:100

下部工コンクリート補修工図P4
本線部

部材番号 損傷状態 修復工種別 単位 数量 備考

1 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 0.4000

 －

2 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 0.8000

 －

3 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 1.6000

 －

下

4 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 0.8000

部  －

工
5 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)

ひびわれ注入工法 ｍ 1.1000

 －

P
6 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)

ひびわれ注入工法 ｍ 1.0000

4  －

橋
7 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)

ひびわれ注入工法 ｍ 1.2000

脚  －

8 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 1.2000

 －

9 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 0.7000

 －

10 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 0.8000

 －

11 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 0.6000

 －

12 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 1.5000

 －

凡　例

ひびわれ補修工

注）施工に先立ち現地計測を実施し、寸法を確認すること。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番

図示
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

実 施
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高城川新橋　上り線　本線部　下部工コンクリート補修工図A2 S=1:100

部材番号 損傷状態 修復工種別 単位 数量 備考

1 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 1.3000

 －

下

2 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 6.5000

部  －

工
3 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)

ひびわれ注入工法 ｍ 1.5000

 －

A
4 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)

ひびわれ注入工法 ｍ 2.3000

2  －

橋

5 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 1.7000

台  －

6 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 6.5000

 －

凡　例

ひびわれ補修工

注）施工に先立ち現地計測を実施し、寸法を確認すること。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番

図示
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

下部工コンクリート補修工図A2
本線部

実 施



高城川新橋　上り線　本線部　下部工コンクリート部材補修概要図

断面修復 防錆処理

 断面修復工(左官工法)詳細図 

断面修復（プライマー）

防錆処理（防錆材）
素地調整

断面修復（断面修復材）

※塗装は鉄筋ケレン･防錆処理を含む場合

損傷部分

損傷の
ない部分

鉄筋腐食部

鉄　筋

断

摘　　　要仕　　　　　様工　　      種

下地処理

鉄筋防錆処理

材　料　表

フタル酸系樹脂高耐蝕防錆材

断面修復 ポリマーセメント系モルタル材

面

修
復

プライマー エポキシ樹脂プライマー

パイプ間隔　30cm程度

  ひびわれ補修工 詳細図 

ひびわれ

 ひびわれ 0.2mm以上0.5mm未満 

ひびわれ

シール材 w=50mm

注入パイプ

 ひびわれ 0.5mm以上 or

シリンダー

注入材充填

ストッパー

リング

加圧ゴム

注入座金

 遊離石灰を伴う箇所（幅0.5mm以下も対象）

1
0
m
m
程
度

ひびわれ

充てん材

10mm程度

充填工法
低圧注入工法

摘　　　要仕　　　　　様材　　料

材　料　表

不飽和ポリエステル系シール材

エポキシ樹脂系注入材

コンクリートカッター

コンクリートカッター

シール材

 注入材

摘　　　要仕　　　　　様材　　料

材　料　表

プライマー

 充てん材 可とう性エポキシ樹脂

エポキシ樹脂系プライマー

サンダー等によるひびわれ面のカット

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番

図示

34 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

下部工コンクリート部材補修概要図
本線部

実 施
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掘
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STEP-1

ジャッキアップ用架台

支承から反力を解放する程度

2
20

5
5
0

テーパー付き

緩衝ゴム

落橋防止のｱﾝｶｰを

再利用(ﾅｯﾄを含む)

19
0

１．部材寸法、取り付け位置は現場計測の上変更のこと。

２．ジャッキアップ時は交通の傷害にならないように、

    十分注意して慎重に行うこと。

３．内部補強材の取り付けには段差防止用補強工の位置

   と緩衝しないように、事前の計測にて位置を決定する

   こと。

４．仮受け部にﾃｰﾊﾟｰ緩衝ゴムを設置し高さ調整を行うこと。

高城川橋 上り線　本線部　支承取替工施工計画図A2(その1)

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番

図示
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承取替工施工計画図(その1)
本線部

実 施
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１．部材寸法、取り付け位置は現場計測の上変更のこと。

２．ジャッキアップ時は交通の傷害にならないように、

    十分注意して慎重に行うこと。

３．内部補強材の取り付けには段差防止用補強工の位置

   と緩衝しないように、事前の計測にて位置を決定する

   こと。

４．仮受け部にﾃｰﾊﾟｰ緩衝ゴムを設置し高さ調整を行うこと。

ｼﾞｬｯｷ

2000kN

ｼﾞｬｯｷ

2000kN

段差防止架台

新規架台

平面･側面図 S=1:50

ｼﾞｬｯｷ

2000kN

仮受位置ケレン範囲(内外両面)

A = 0.915x1.8=1.647 m2

2A = 3.924 m2

<参考>

高さ調整用仮受け硬質ゴム　S=1:5

1-ｺﾞﾑ　500x94x400

2000kN JUCK

高城川橋 上り線　本線部　支承取替工施工計画図A2(その2)

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番

図示
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承取替工施工計画図(その2)
本線部

実 施
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①部で反力負担後

緩衝ｺﾞﾑを入れ

反力負担させない。

ｼﾞｬｯｷ

2000kN

１．部材寸法、取り付け位置は現場計測の上変更のこと。

２．ジャッキアップ時は交通の傷害にならないように、

    十分注意して慎重に行うこと。

３．内部補強材の取り付けには段差防止用補強工の位置

   と緩衝しないように、事前の計測にて位置を決定する

   こと。

４．仮受け部にﾃｰﾊﾟｰ緩衝ゴムを設置し高さ調整を行うこと。

ｼﾞｬｯｷ

2000kN

段差防止架台

新規架台

平面･側面図 S=1:50

仮受用補剛材

2L-100x100x13

2L-150x150x15

2L-100x100x13

2L-150x150x15
仮受用補剛材

2L-100x100x13

2L-150x150x15
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平面図 S=1:10

①に緩衝ゴムを挿入し

反力を負担させる。

<参考>

高さ調整用仮受け硬質ゴム　S=1:5

1-ｺﾞﾑ　500x94x400

ｼﾞｬｯｷ

2000kN

① ② ①②

<STEP2>①で反力を負担させｼﾞｬｯﾀﾞｳﾝ

仮受位置ケレン範囲(内外両面)

A = 0.915x1.8=1.647 m2

2A = 3.924 m2

高城川橋 上り線　本線部　支承取替工施工計画図A2(その3)
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令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承取替工施工計画図(その3)
本線部

実 施
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削
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囲
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テーパー付き緩衝ゴム

テーパー付き緩衝ゴム

落橋防止のｱﾝｶｰを

再利用(ﾅｯﾄを含む)
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現況のｱﾝｶｰﾊﾞｰの長さ
L=70cm（推定）

8
5
8

9
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2
1

2
1

はつり形状

橋軸方向

950

858
46 46

STEP3  支承の撤去、沓座の掘削

注:　1. ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄはｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを現地計測・制作すること。

　　２．現場計測により、調整架台・位置を決定すること。

　　３．既設の変位制限・段差防止と緩衝しないように注意すること。

　　４．ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄは鉄筋の現地調査の上にて設置すること。

下部工鉄筋

仮設終了後に

元に戻す。

仮設終了後ｱﾝｶｰ

頭部を防錆処理

高城川橋 上り線　本線部　支承取替工施工計画図A2(その4)

　　５．施工前に全てのｱﾝｶｰﾊﾞｰの長さを超音波で計測すること。

　　６．(参考)計算上、必要なｱﾝｶｰﾊﾞｰの長さはL=20cmである。
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承取替工施工計画図(その4)
本線部
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高城川新橋　上り線　本線部　施工計画図（参考図）(その1)
（P1～A2）

S＝1/100

S＝1/500

S＝1/100

横 断 図

ランプ部本線部

注）施工に先立ち現地計測を実施し、寸法を確認すること。
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工 事 名
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設 計 者

宮城県道路公社
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(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

施工計画図（参考図）(その1)
本線部
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設 計 者
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

高城川新橋(下り)　補修工一般図
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3.壁高欄の水切工は、10mピッチ程度にある目地直下の張出床版下面に1ヶ所1mの長さで設置すること。
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設 計 者

宮城県道路公社
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高城川新橋(下り) 施工計画図(参考図)
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注記)

1.補修工事用の足場は、通常の足場と違い補修・補強部材当を直接載荷する場合が多く、

　足場構造計算に補修・補強部材等の最大重量を考慮する必要がある。

2.鉄道上や国道上については、建築限界と足場の間隔等について、建築限界と足場の間隔

　等について、鉄道事業者および道路管理者と協議のうえ施工すること。

3.足場吊り金具が、既設構造物に取付けられていない場合は、足場吊り金具を取付ける必

　要がある。

4.足場組立解体時は、十分な安全施工計画を行うこと。

5.足場設置に関しては、鉄道事業者および道路管理者との協議が必要である。１夜間では、

　施工(設置・撤去共)ができない場合もあるので、日当り施工量に関しては注意が必要で

　ある。

足場工　数量
工　法 数　量(m2)

吊足場

中段足場

備　考

599.7

190.4 H=1.5m

 49.4 H=1.2m

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番

図示
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

高城川新橋(下り)
施工計画図(参考図)
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側　　面　　図

施工区分「こ線部」範囲
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ランプ

高城川新橋　上り線　ランプ線部　橋梁現況一般図
標準横断面図 S=1:200

正　面　図 S=1:400

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名
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設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番

図示
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

橋梁現況一般図
ランプ線部

実 施



1
9
1
40

平　　面　　図

側　　面　　図

伸縮装置補修工

(伸縮装置取替工)

壁高欄補修工（コンクリート部材補修工・表面被覆工）

壁高欄補修工（コンクリート部材補修工・表面被覆工）

支承補修工(支承取替工・沓座ﾓﾙﾀﾙ打替工) 支承補修工(支承取換工・沓座ﾓﾙﾀﾙ打替工)

支承補修工(支承防錆工・沓座ﾓﾙﾀﾙ打替工)

支承補修工(支承防錆工・沓座ﾓﾙﾀﾙ打替工)

A2橋台ｺﾝｸﾘｰﾄ部材補修工

(ひびわれ補修工)

P4橋脚ｺﾝｸﾘｰﾄ部材補修工

(ひびわれ補修工)

剥落防止工

3径間連続非合成箱桁
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（ｺﾝｸﾘｰﾄ部材補修工・表面被覆工）

剥落防止工

剥落防止工

床版下面補修工

(床版ｺﾝｸﾘｰﾄ補修工

・炭素繊維接着工法)

A2橋台A1橋台

A2橋台ｺﾝｸﾘｰﾄ部材補修工

(ひびわれ補修工)

P1橋脚 P2橋脚 P3橋脚 P4橋脚 P4橋脚
ランプ

P4橋脚ｺﾝｸﾘｰﾄ部材補修工

(ひびわれ補修工・ｺﾝｸﾘｰﾄ塗装工)

高城川新橋　上り線　ランプ線部　橋梁補修一般図

標準横断面図 S=1:200

正　面　図 S=1:200

A1橋台 A2橋台 

※注記

1.現地調査後、詳細寸法決定のこと。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番

図示
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

橋梁補修一般図
ランプ線部

実 施



塗装範囲：横桁

塗装範囲：縦桁

塗装範囲：主桁（外面）
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全長 137177

塗装範囲：主桁（外面）・横桁・縦桁　塗装面積　 A＝1791.9 m2

高城川新橋　上り線　ランプ線部　上部工鋼部材補修図
S=1:250

配 置 図

断　面　図 S ＝ 1:100

注）施工に先立ち現地計測を実施し、寸法を確認すること。

下　塗

下　塗

中　塗

上　塗

素地調整 １種

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤ふっ素樹脂塗料中塗

弱溶剤ふっ素樹脂塗料上塗

塗装工程 塗　料　名 使用量

下　塗

(g/㎡)

600

240

240

170

140

Rc-Ⅰ塗装系

※塗装面積は、昭和56年4月 設計成果(上り線) 塗装面積計算書を参照し、本線部 A＝1791.9(m2)とする。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番

図示
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宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

上部工鋼部材補修図
ランプ線部

実 施



 ひび割れ注入工 詳細図 

樹脂注入器

ひび割れ

インジェクター取付パイプ

シール材

エポキシ樹脂

注入材

※ t=0.2mmを超えるひびわれに実施。ひび割れ幅 延長 箇所数

(mm) (m) (ｹ)

床版 P3～P4' 0.200 0.000 1 -

（ランプ部） 0.200 1.571 1 A

0.200 1.571 1 A

0.200 1.571 1 A

0.200 1.571 1 A

0.200 1.571 1 A

0.200 1.571 1 A

0.200 1.571 1 A

0.200 1.571 1 A

0.200 1.571 1 A

0.200 1.571 1 A

0.200 1.571 1 A

0.200 1.571 1 A

0.200 1.571 1 A

0.200 1.571 1 A

0.200 1.571 1 A

0.200 1.571 1 A

0.200 1.571 1 A

0.200 1.571 1 A

0.200 1.964 1 B 代表格間

0.200 1.571 1 A

0.200 0.000 1 -

Ds0309

Ds0310
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Ds0207

Ds0208

Ds0209

Ds0210

Ds0301

Ds0302

Ds0201

Ds0202

Ds0203

Ds0204

Ds0205

Ds0206

Ds0101

工種 部位 番号 損傷ランク 備考

54139

 ランプ部 P3～P4' 

41143

6
7
0
0

6
7
00

ひび割れ幅 延長 箇所数

(mm) (m) (ｹ)

床版

（ランプ部）

工種 部位 番号 損傷ランク 備考

P4'～A2 0.200 0.000 1 -

0.200 0.949 1 A

0.200 1.186 1 B 代表格間

0.200 0.949 1 A

0.200 0.949 1 A

0.200 0.949 1 A

0.200 0.949 1 A

0.200 0.949 1 A

0.200 0.949 1 A

0.200 0.949 1 A

0.200 0.949 1 A

0.200 0.949 1 A

0.200 0.949 1 A

0.200 0.949 1 A

0.200 0.949 1 A

0.200 0.949 1 A

0.200 0.949 1 A

0.200 0.000 1 -

Ds0307

Ds0308

Ds0401

Ds0301

Ds0302

Ds0303

Ds0304

Ds0305

Ds0306

Ds0203

Ds0204

Ds0205

Ds0206

Ds0207

Ds0208

Ds0101

Ds0201

Ds0202

 ランプ部 P4'～A2 

DS0101

DS0201

DS0301

DS0401

DS0202

DS0302

DS0203

DS0303

DS0204

DS0304

DS0205

DS0305

DS0206

DS0306

DS0207

DS0307

DS0208

DS0308

DS0209

DS0309

DS0210

DS0310

DS0211

DS0311

DS0101

DS0201

DS0301

DS0401

DS0202

DS0302

DS0203

DS0303

DS0204

DS0304

DS0205

DS0305

DS0206

DS0306

DS0207

DS0307

DS0208

DS0308

種　　別

数量表

ひび割れ注入工

規格・寸法

エポキシ樹脂 m

単位 数　量 備　考

47.2 低圧注入工法

床版ひびわれ　0.2mm

L=1.196m

床版ひびわれ　0.2mm

L=1.186m

高城川新橋　上り線　ランプ線部　床版補修図

注記

1. 床版の各格間の左上に記載している記号は「部材番号」を示

す。

2. 床版の各格間の右上に記載しているアルファベットは「損傷

ランク」を示し、A～Eの5段階で評価した。

3. 床版ひびわれのスケッチがある格間を「代表格間」とし、

CAD計測によって主要なひびわれの延長を求めた。

4. 床版ひびわれのスケッチがない格間は、「代表格間」との

「損傷ランク」を比べ、1ランク増減ごとにひびわれ延長を

20%増減させた。（5段階評価のため、1ランクの差は20%）

5. 床版のひびわれ幅は、一律0.2mmとして計上した。

6. 「損傷ランク」の記載のない格間は、健全部を示すが、補修

工事において近接した際に床版ひびわれが確認できた時は、

補修を行うこと。

S=1:100

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番

図示

46 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

床版補修図
ランプ線部

実 施
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650

1
5
0

20
0

3
5
0

810

8
54
2
1

A

A

P3P1

沓座ｺﾝｸﾘｰﾄはつり工（支承直下部以外）

沓座無収縮ﾓﾙﾀﾙ工（支承直下部以外）

支承金属溶射工

　（計１基）

　（計１基）

570

860

1061

9
67
4

8
5

支承金属溶射工

　（計１基）

沓座ｺﾝｸﾘｰﾄはつり工（支承直下部以外）

沓座無収縮ﾓﾙﾀﾙ工（支承直下部以外）

　（計１基）

至 仙台

至 石巻

(下り線)

(上り線)

F M M

F M M M

A1 P1 P2 P3 P4 A2
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450

440
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1
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2
0
0

570

320

860

325 325

高城川新橋　上り線　ランプ線部　支承補修図P2(その1)

正面図側面図

(A - A)

施工位置図

沓
座
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
つ
り
工

沓
座
清
掃

潤
滑
性
防
錆
剤
注
入

素
地
調
整

金
属
溶
射

封
孔
処
理

沓
座
無
収
縮
モ
ル
タ
ル
工

素地調整

金属溶射仕様

ブラスト処理　除せい度ISO8501-1 Sa 2 1/2 以上

金属溶射 亜鉛・アルミニウム擬合金　最小被膜厚さ100μm

封孔処理剤　スプレー塗装封孔処理

支承詳細図　（ピン支承　160ton 固定） S＝1:10

足
場
・
防
護
設
置

施工フロー図

足
場
・
防
護
撤
去

※注記

1.現地調査後、詳細寸法決定のこと。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 47 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承補修図P2（その1）
ランプ線部

1:10

実 施
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A

A

P1 P3

沓座モルタル
（無収縮モルタル）

570

860

1061

9
67
4

8
5

沓座モルタル
（無収縮モルタル）

650

5
7
0

8
6
0

810

1
0
6
1

至 仙台

至 石巻

(下り線)

(上り線)

F M M

F M M M

A1 P1 P2 P3 P4 A2

高城川新橋　上り線　ランプ線部　支承補修図P2(その2)

正面図
側面図

平面図

1:10

項　目 面積(m2) 打設厚(m) 数量(ｍ3)

チッピング工 0.3(CAD上より計測)

無収縮モルタル 0.3000 0.0850 0.0260

P2橋脚　沓座モルタル補修　計1基

（A-A）

施工位置図

沓座モルタル補修施工数量表（1基あたり）

※注記

1.現地調査後、詳細寸法決定のこと。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 48 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承補修図P2（その2）
ランプ線部

実 施



420

1110

8
8
0

2
3
0

6
5
0

6
5

1280

A

A

P2 P4

沓座ｺﾝｸﾘｰﾄはつり工（支承直下部以外）

沓座無収縮ﾓﾙﾀﾙ工（支承直下部以外）

支承金属溶射工

　（計 1 基）

　（計 1 基）

690

1110

7
85
2

1307

6
5

2.0%

沓座ｺﾝｸﾘｰﾄはつり工（支承直下部以外）

沓座無収縮ﾓﾙﾀﾙ工（支承直下部以外）

支承金属溶射工

　（計 1 基）

　（計 1 基）

至 仙台

至 石巻

(下り線)

(上り線)

F M M

F M M M

A1 P1 P2 P3 P4 A2

300

420
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8
8
0

2
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690

370

1110

890

1110

890

535

1
1
1
0

8
9
0

側 面 図

平 面 図

正 面 図

正面図側面図

施工位置図

支承詳細図　（ピンローラー支承695.9ton 可動）S＝1:20

沓
座
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
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り
工
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性
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錆
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整
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属
溶
射

封
孔
処
理

沓
座
無
収
縮
モ
ル
タ
ル
工

素地調整

金属溶射仕様

ブラスト処理　除せい度ISO8501-1 Sa 2 1/2 以上

金属溶射 亜鉛・アルミニウム擬合金　最小被膜厚さ100μm

封孔処理剤　スプレー塗装封孔処理

足
場
・
防
護
設
置

施工フロー図

足
場
・
防
護
撤
去

(A - A)

高城川新橋　上り線　ランプ線部　支承補修図P3(その1)

S＝1:10

S＝1:10

※注記

1.現地調査後、詳細寸法決定のこと。

※注記

1.現地調査後、詳細寸法決定のこと。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 49 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

図示

支承補修図P3（その1）
ランプ線部

実 施
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A

A

P2 P4

沓座モルタル
（無収縮モルタル）

690

1110

1307

7
85
2

65

沓座モルタル
（無収縮モルタル）

1110

1
1
1
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7
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至 仙台

至 石巻

(下り線)

(上り線)

F M M

F M M M

A1 P1 P2 P3 P4 A2

高城川新橋　上り線　ランプ線部　支承補修図P3(その2)

正面図
側面図

平面図

（A-A）

P3橋脚　沓座モルタル補修　計1基

施工位置図

項　目 面積(m2) 打設厚(m) 数量(m3)

チッピング工 0.441(CAD上より計測)

無収縮モルタル 0.4410 0.0650 0.0290

沓座モルタル補修施工数量表（1基あたり）

※注記

1.現地調査後、詳細寸法決定のこと。

1:10

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 50 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承補修図P3（その2）
ランプ線部

実 施
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5
5

958

A

A

P3 A2

沓座ｺﾝｸﾘｰﾄはつり工（支承直下部以外）

沓座無収縮ﾓﾙﾀﾙ工（支承直下部以外）

支承金属溶射工

　（計 2基）

　（計 2基）

820

480

5
5

958

支承金属溶射工

沓座ｺﾝｸﾘｰﾄはつり工（支承直下部以外）

沓座無収縮ﾓﾙﾀﾙ工（支承直下部以外）

至 仙台

至 石巻

(下り線)

(上り線)

F M M

F M M M

A1 P1 P2 P3 P4 A2
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660

45755807545

820
660

180
480

側 面 図

平 面 図

正 面 図

高城川新橋　上り線　ランプ線部　支承補修図P4(その1)
正面図

側面図 A      -       A

施工位置図
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・
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護
撤
去

施工フロー図

素地調整

金属溶射仕様

ブラスト処理　除せい度ISO8501-1 Sa 2 1/2 以上

金属溶射 亜鉛・アルミニウム擬合金　最小被膜厚さ100μm

封孔処理剤　スプレー塗装封孔処理

支承詳細図　（ピンローラー支承　334.2ton 可動） S＝1:20

※注記

1.現地調査後、詳細寸法決定のこと。

S＝1:10

S＝1:10

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 51 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承補修図P4（その1）

図示

ランプ線部

実 施
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0
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5
5

958

A

A

P3 A2

沓座モルタル
（無収縮モルタル）

820

480

5
5

958

沓座モルタル
（無収縮モルタル）

820

8
2
0

445

5
8
0

958

9
5
8

至 仙台

至 石巻

(下り線)

(上り線)

F M M

F M M M

A1 P1 P2 P3 P4 A2

高城川新橋　上り線　ランプ線部　支承補修図P4(その2)

正面図側面図

平面図

P4橋脚　沓座モルタル補修　計2基

施工位置図

（A-A）

項　目 面積(m2) 打設厚(m) 数量(m3)

チッピング工 0.245(CAD上より計測)

無収縮モルタル 0.246 0.055 0.014

沓座モルタル補修施工数量表（1基あたり）

※注記

1.現地調査後、詳細寸法決定のこと。

1:10

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 52 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承補修図P4（その2）
ランプ線部

実 施



260

660

5
4
0

1
5
0

3
9
0

858
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A

A

P4

沓座ｺﾝｸﾘｰﾄはつり工（支承直下部以外）

沓座無収縮ﾓﾙﾀﾙ工（支承直下部以外）

支承金属溶射工

　（計 2基）

　（計 2基）

360

660

5
0

858

支承金属溶射工

沓座ｺﾝｸﾘｰﾄはつり工（支承直下部以外）

沓座無収縮ﾓﾙﾀﾙ工（支承直下部以外）

至 仙台

至 石巻

(下り線)

(上り線)

F M M

F M M M

A1 P1 P2 P3 P4 A2
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0
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3
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5

130
360

660
550

側 面 図

平 面 図

正 面 図

高城川新橋　上り線　ランプ線部　支承補修図A2(その1)
正面図側面図

A      -       A

施工位置図

足
場
・
防
護
設
置

沓
座
清
掃

潤
滑
性
防
錆
剤
注
入

素
地
調
整

金
属
溶
射
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理
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護
撤
去

施工フロー図

素地調整

金属溶射仕様

ブラスト処理　除せい度ISO8501-1 Sa 2 1/2 以上

金属溶射 亜鉛・アルミニウム擬合金　最小被膜厚さ100μm

封孔処理剤　スプレー塗装封孔処理

支承詳細図　（ピンローラー支承　115.6ton 可動） S＝1:20

※注記

1.現地調査後、詳細寸法決定のこと。

S＝1:10
S＝1:10

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 53 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承補修図A2（その1）

図示

ランプ線部

実 施
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A

A

P4

沓座モルタル
（無収縮モルタル）

360
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5
0

858

沓座モルタル
（無収縮モルタル）

660
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395
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858

至 仙台

至 石巻

(下り線)

(上り線)

F M M

F M M M

A1 P1 P2 P3 P4 A2

高城川新橋　上り線　ランプ線部　支承補修図A2(その2)

正面図側面図

平面図

A2橋台　沓座モルタル補修　計6基

（A-A）

施工位置図

項　目 面積(m2) 打設厚(m) 数量(m3)

チッピング工 0.300(CAD上より計測)

無収縮モルタル 0.3000 0.0500 0.0150

沓座モルタル補修施工数量表（1基あたり）

※注記

1.現地調査後、詳細寸法決定のこと。

1:10

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 54 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

支承補修図A2（その2）
ランプ線部

実 施
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剥落防止工

（特殊ラミネートシート）

剥落防止工

（特殊ラミネートシート）

剥落防止工

（特殊ラミネートシート）

1075

1
2
5
0

300

剥落防止工

（特殊ラミネートシート）

3430 3208

町道

進行方向左側 12500

8.750(建築限界+200)
国道346号

3512 2332
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5°

75
°
(交

差
角
考
慮
）

進行方向右側 33700

（進行方向左側 35200）

進行方向右側

3512 ) 2236 )(進行方向左側

進行方向右側
(進行方向左側

73.92°

75°
(交

差
角
考
慮
）

剥落防止工

（特殊ラミネートシート）

剥落防止工

（特殊ラミネートシート）

町道区間
国道346号区間

74
.4
7°
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°
(交

差
角
考
慮
）

74.43°

75°
(交

差
角
考
慮
）

高城川新橋　上り線　ランプ線部　壁高欄剥落対策工図(その1)

標準横断面図 S=1:50

町道区間(三陸道上り線走行車線側）

※注記

1.現地調査後、詳細寸法決定のこと。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 55 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

壁高欄剥落対策工図(その1)

図示

ランプ線部

実 施



500 1550 2600 1550

1
8
00

500

剥落防止シート貼付要領図

75㎜以上

75㎜以上

30㎜程度

30㎜程度

30㎜程度

30㎜程度

1075

高城川新橋 上り線 ランプ線部　壁高欄剥落対策工図(その2)

※注記

1.現地調査後、詳細寸法決定のこと。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 56 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

壁高欄剥落対策工図(その2)

図示

ランプ線部

実 施



導水管支持金具

（管支持クリップ）

既設排水管 φ100

新設床版排水パイプ

※既設床版鉄筋の配筋確認後、コア削孔を行うこと。

※設置箇所の床版厚を現地にて再確認し決定する。

S=1:3

床版排水パイプ詳細図

S=1:3

係止金具

排水パイプ(床版厚280～330用)φ40

W3/4オネジ（20A用）

弾着シール

φ17±1

係止金具

エポキシ樹脂充填

排水パイプ

弾着シール

フレキシブルパイプ　20A

※床板厚　280～330用

床版排水パイプ取付図

導水管 ※既設鉄筋は鉄筋探査し、削孔時に既設鉄筋を傷つけないよう注意すること。
  既設鉄筋と排水パイプ設置位置が重複する場合、排水パイプ設置位置を地覆に近い側に設置すること。

(床版厚280～330用) φ40

高城川新橋　上り線　ランプ線部　橋面防水工図（その3）

側面図（DP-Type5,7,8） S=1:20 断面図（DP-Type6） S=1:10

排水導水装置詳細図

※注記

1.図中の部材部品形状は、現地調査後、詳細寸法決定のこと。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 57 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

橋面防水工図（その3）

図示

ランプ線部

実 施



6300 9520 95006300 新設排水パイプ設置間隔

31000

900

13500 (= 500 ×15)

800800
1800 700

900

10800(= 500 ×12)

800

導水管取付金具間隔

導水管フレキシブルチューブφ20 両ナット（SUS304）L＝0.40 m（現場調整の事）

導水管 40A（VP:JIS K 6741）L＝15.560 m（現場調整の事）

導水管 40A（VP:JIS K 6741）L＝16.000 m（現場調整の事）

160

排水用硬質塩化ビニル管継手

ソケット 40A DV:JIS K 6739
排水用硬質塩化ビニル管継手

ソケット 40A DV:JIS K 6739

排水用硬質塩化ビニル管継手

ソケット 40A DV:JIS K 6739

排水用硬質塩化ビニル管伸縮可とう管

 40A DV:JIS K 6739
排水用硬質塩化ビニル管継手

ソケット 40A DV:JIS K 6739 排水用硬質塩化ビニル管継手

ソケット 40A DV:JIS K 6739
排水用硬質塩化ビニル管継手

ソケット 40A DV:JIS K 6739

新設排水パイプ

新設排水パイプ

導水管フレキシブルチューブ

DP-type8

DP-type8'

DP-type8'

DP-type8'

既設排水桝

ﾌﾞﾗｹｯﾄ下ﾌﾗﾝｼﾞ下面
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ﾌﾞﾗｹｯﾄ下ﾌﾗﾝｼﾞ下面

3
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φ
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導水管支持金具

既設排水管 φ100

700

315

導水管支持金具

導水管 40A(
VP:J

IS K 6741
)

排水用硬質塩化ビニル管継手

ソケット40A DV:JIS K 6739

既設排水管孔明 φ50

1
6
5

導水管取付金具

1145

3
2
2

4
3
2

高城川新橋　上り線　ランプ線部　橋面防水工図（その4）

側面図（DP-Type8） S=1:50

断面図（DP-Type8'） S=1:10

排水導水装置詳細図

断面図（DP-Type5,7,8） S=1:10

平面図（DP-Type5,7,8） S=1:10

注記：

1.図中の部材部品形状は、現地調査後、詳細寸法決定のこと。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 58 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

橋面防水工図（その3）

図示

ランプ線部

実 施
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L

高城川新橋　上り線　ランプ線部　橋面防水工図（その5）
S=1:5

番号 呼び径 員数 長さ（mm） 備考

T10 VP-40 1 3960 DP-type5,7,8

T11 VP-40 1 1317 DP-type5,7,8

番号 呼び径 員数 長さ（mm） 備考

T01 VP-40 1 940 DP-type5

T02 VP-40 1 340 DP-type7

T03 VP-40 5 4000 DP-type7

T04 VP-40 1 2090 DP-type8

T05 VP-40 1 1420 DP-type8

T06 VP-40 1 840 DP-type8

T07 VP-40 1 3110 DP-type8

T08 VP-40 1 2220 DP-type8

T09 VP-40 1 1730 DP-type8

導水管40A(VP:JIS K 6741)

硬質塩化ビニール管　加工寸法図硬質塩化ビニール管　直管　寸法図

直管　寸法表

加工管　寸法表

※注記

1.図中の導水管形状は、現地調査後、詳細寸法決定のこと。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 59 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

橋面防水工図（その5）

図示

ランプ線部

実 施
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六角異径ニップル

フレキシブルチューブ

給水栓ソケット(TS継手)

呼び径 1x3/4 (樹脂製) A形 呼び径 25 (塩ビ)

(員数：7) (員数：7)

導水管接続部

既設排水管

VP200

フレキシブルチューブ

φ20 (SUS304)

六角異径ニップル

呼び径 1x3/4 (樹脂製)

給水栓ソケット(TS継手)

A形 呼び径 25 (塩ビ)

シール材

　（全周）
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37

伸縮継手詳細図（呼び径40mm 伸縮代80mm）

φ
4
8

既設塩ビ管

φ150

既設縦桁

フレキシブルチューブ

φ20 (SUS304)

六角異径ニップル

呼び径 1x3/4 (樹脂製)

給水栓ソケット(TS継手)

A形 呼び径 25 (塩ビ)

2
0°

a

a

a-a断面

新設排水管

VP40
シール材

　（全周）

217
4
0 6
8

新設排水管

VP40

配管材(DV継手)

90°Y 呼び径 40 (塩ビ)

(員数：7)

4
9

2
7

1°10'

49

27

49

27

配管材(DV継手)

呼び径 40 (塩ビ)

(員数：11)

φ48.3

2
2

4
7

2
2 3

新設導水管取付金具

員数：3

2-PL 100 x 6 x 370

1-PL 133 x 6 x 160

4-B.N M12 x 30

1-Uボルト 呼び径40(C形)

ソケット(DV継手)

90°Y 呼び径 40 (塩ビ)

フレキシブルチューブ

φ20 (SUS304)

六角異径ニップル

呼び径 1x3/4 (樹脂製)

給水栓ソケット(TS継手)

A形 呼び径 25 (塩ビ)

ソケット(DV継手)

呼び径 40 (塩ビ)

新設排水管

VP40

新設排水管

VP40

既設排水管

VP200

シール材

　（全周）

4
0

新設排水管 VP40

品　名 規格・仕様 単位 数　量 備　　考

六角異径ニップル 呼び径 1x3/4 (樹脂製) 個 10

シール材 排水管孔明け部 接続部 箇所 10

シールテープ ネジ接続部 箇所 20

フレキシブルチューブ φ20 (SUS304) 本 6

両ナット付き

給水栓ソケット A形 呼び径 25 (塩ビ) 個 10 TS継手

購入品数量表

(= 1×3 + 1×3 )

※ 1m未満は、1本で計上

フレキシブルチューブ φ20 (SUS304)両ﾅｯﾄ付き m 8.80 (=　2.2 × 4)

φ20 (SUS304)

ナット

ナット

4
0
0

(
現

場
調

整
の
事

)

注1)フレキシブルチューブの長さLは各図面を参照の事

注2)ネジ接続部はシールテープを巻き付けて取付の事

DP-Type5,7,8 

(員数：3)

ナット

ナット

7
0
0

(
現

場
調

整
の
事

)

DP-Type8' 

(員数：3)

ナット

ナット

2
2
00

(
現

場
調

整
の
事

)

DP-Type6 

(員数：4)

配管材（90°Y） 呼び径 40 (塩ビ) 個 10 DV継手

伸縮継手 呼び径 40 伸縮代80mm 個 1

配管材（ソケット） 呼び径 40 (塩ビ) 個 11 DV継手

DP-Type5,7,8 DP-Type8' 

DP-Type6 

DP-Type5,7,8 

DP-Type5,7,8 

(員数：1)

管支持クリップ 管外径20mm用 個 12 ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾁｭｰﾌﾞφ20用

管支持クリップ 管外径48mm用 個 56 VP40用

M6×25

46

1
4

2
0

3
0

5
0

30

既設鋼材

フレキシブルチューブ φ20用

M6×25

46

30

既設鋼材

S=1:2

2
2

3
4

管支持クリップ詳細図

54

48

新設排水管 VP40用

DP-Type6

(員数：12)

DP-Type5,7,8

(員数：56)

S=1:5

高城川新橋　上り線　ランプ線部　橋面防水工図（その6）
S=1:5

注記：

1.図中の部材形状は、現地調査後、詳細寸法決定のこと。

2.亜鉛メッキの規格については、JISH8641「溶融亜鉛めっき」2種

55(HDZ55)とする。なお、ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ及び6mm未満の鋼材は、

JISH8641「溶融亜鉛めっき」2種35(HDZ35)とする。

3.特記なき鋼材の材質は、SS400を示す。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 60 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

橋面防水工図（その4）

図示

ランプ線部

実 施
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至 松島北I.C

高城川新橋　上り線　ランプ線部　コンクリート補修工図P4(その1)
S=1:100

コンクリート補修工図P4(その1)
ランプ線部

部材番号 損傷状態 修復工種別 単位 数量 備考

1 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 0.5000

下  －

部
2 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)

ひびわれ注入工法 ｍ 0.5000

工  －

3 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 0.8000

P  －

4
4 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)

ひびわれ注入工法 ｍ 1.5000

橋  －

脚
5 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)

ひびわれ注入工法 ｍ 1.5000

 －

凡　例

ひびわれ補修工

※注記

1.現地調査後、詳細寸法決定のこと。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 61 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

図示

実 施
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コンクリート保護塗装

CCB塗装

コンクリート保護塗装

CCB塗装

コンクリート保護塗装

CCB塗装

コンクリート保護塗装

CCB塗装

1
9
00

高城川新橋　上り線　ランプ線部　コンクリート補修工図P4(その2)
S=1:50

コンクリート面への塗装仕様　CC-B

工　程 使　用　材　料

塗装条件

塗装間隔目標膜厚

（μ）

標準使用量

（kg/m2）
塗装方法

処
理
前

プライマー コンクリート塗装用エポキシ樹脂プライマー - 0.10
スプレー

（はけ・ローラー） 1～10日

パ　テ コンクリート塗装用エポキシ樹脂パテ - 0.30 へら

1～10日

中　塗 コンクリート塗装用柔軟形エポキシ樹脂塗料中塗 60
0.32

（0.26）

スプレー

（はけ・ローラー）

1～10日
上　塗 コンクリート塗装用柔軟形エポキシ樹脂塗料上塗 30

0.15

（0.12）

スプレー

（はけ・ローラー）

※注記

1.現地調査後、詳細寸法決定のこと。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 62 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

コンクリート補修工図P4(その2)

図示

ランプ線部

実 施
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高城川新橋　上り線　ランプ線部　下部工コンクリート補修工図A2
S=1:100

部材番号 損傷状態 修復工種別 単位 数量 備考

下

1 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)
ひびわれ注入工法 ｍ 1.6000

部  －

工
2 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)

ひびわれ注入工法 ｍ 1.1000

 －

A
3 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)

ひびわれ注入工法 ｍ 1.8000

2  －

橋
4 ひび割れ(0.2mm以上0.5mm未満)

ひびわれ注入工法 ｍ 1.1000

台  －

凡　例

ひびわれ補修工

※注記

1.現地調査後、詳細寸法決定のこと。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 63 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

図示

ランプ線部
下部工コンクリート補修工図A2

実 施



パイプ間隔　30cm程度

  ひびわれ補修工 詳細図 

ひびわれ

 ひびわれ 0.2mm以上0.5mm未満 

ひびわれ

シール材 w=50mm

注入パイプ

 ひびわれ 0.5mm以上 or

シリンダー

注入材充填

ストッパー

リング

加圧ゴム

注入座金

 遊離石灰を伴う箇所（幅0.5mm以下も対象）

1
0
m
m程

度

ひびわれ

充てん材

10mm程度

充填工法
低圧注入工法

摘　　　要仕　　　　　様材　　料

材　料　表

不飽和ポリエステル系シール材

エポキシ樹脂系注入材

シール材

 注入材

摘　　　要仕　　　　　様材　　料

材　料　表

プライマー

 充てん材 可とう性エポキシ樹脂

エポキシ樹脂系プライマー

サンダー等によるひびわれ面のカット

下部工ｺﾝｸﾘｰﾄ補修概要図
ランプ線部

高城川新橋　上り線　ランプ線部　下部工ｺﾝｸﾘｰﾄ補修概要図

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

設 計 者

宮城県道路公社

位置

設計
年度

図番 64 / 64

宮城郡松島町根廻 地内

(主)仙台松島線

令和４年度 仙松維第９号

仙台松島道路 橋梁修繕(高城川新橋)工事

図示

実 施


